
　
第
16
回
町
議
会
定
例
会
が
、
３

月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
開
か
れ
、

平
成
19
年
度
鏡
石
町
一
般
会
計
予

算
を
含
め
る
44
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年

度
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
の
予
算

編
成
と
な
り
ま
し
た
。
第
４
次
総

合
計
画
の
後
期
の
ス
タ
ー
ト
と
な

る
本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

行
財
政
改
革
の
推
進
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
今
月
号
で
は
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
実
現
に
向
け
た
平
成
19

年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
、
一
般

会
計
を
中
心
に
特
集
し
ま
す
。�

　
本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

第
４
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
共
に
生
き
　
共
に
つ
く
る

　
牧
場
の
朝
の
ま
ち
　
鏡
石
」
の

実
現
に
向
け
、
５
つ
の
柱
を
基
軸

に
、
各
種
事
業
の
重
点
的
か
つ
効

果
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。�

　
町
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、�

各
種
施
策
の
優
先
順
位
の
選
択
を

行
い
、
財
源
の
計
画
的
・
重
点
的

な
配
分
を
し
て
、
経
済
動
向
に
即

応
し
た
機
動
的
、
弾
力
的
な
運
営

に
も
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。�

　
歳
入
は
、
本
年
度
は
自
主
財
源

の
確
保
が
大
変
厳
し
く
、
将
来
の

財
政
負
担
を
考
慮
し
、
適
正
な
起

債
枠
を
確
保
し
な
が
ら
、
基
金
取

り
崩
し
な
ど
の
措
置
に
よ
り
財
源

を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
歳
出
は
、
徹
底
し
た
事
務
事
業

の
見
直
し
を
は
じ
め
、
第
４
次
総

合
計
画
の
確
実
か
つ
着
実
な
推
進

を
図
る
べ
く
配
慮
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
主
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
が

採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
恒
久

化
に
向
け
た
道
路
整
備
事
業
な
ど

を
計
画
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。�

　
本
年
は
、
町
制
施
行
45
周
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
記
念
式
典
の

開
催
、
記
念
事
業
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
支
援
、
海
外
文
化
学
習
事
業
、

認
定
子
ど
も
園
整
備
支
援
事
業
へ

の
補
助
、
児
童
手
当
支
給
額
の
拡

充
、
介
護
予
防
と
生
活
支
援
、
健

康
増
進
計
画
を
策
定
し
健
康
増
進

に
努
め
、
や
す
ら
ぎ
と
う
る
お
い

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
「
フ

ロ
ー
ラ
の
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
に

取
り
組
む
予
定
で
あ
り
ま
す
。�

　
第
４
次
総
合
計
画
の
後
期
の
ス

タ
ー
ト
の
年
次
に
あ
た
る
こ
と
か

ら
、
中
間
評
価
に
基
づ
き
改
定
し

た
基
本
計
画
と
第
２
次
行
政
改
革

大
綱
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

一
層
の
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
実

践
し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
る
た
め
の
所
要
の
予
算

措
置
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
75
億
３，
９
７
８
万
円
の
予
算

総
額
で
今
年
度
の
新
し
い
町
づ
く

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
各
会

計
の
予
算
額
は
、
一
般
会
計
が
39

億
３，
０
０
０
万
円
、
前
年
度
対

比
３，
０
０
０
万
円
の
減
額
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
が
12
億
９，

３
７
１
万
円
、
前
年
度
対
比
１
億

６，
０
３
１
円
の
増
額
、
老
人
保

健
特
別
会
計
が
10
億
１，
６
９
３

万
円
、
66
万
円
の
減
額
、
と
な
り

ま
し
た
。
企
業
会
計
の
上
水
道
事

業
会
計
は
、
３
億
８，
２
４
７
万

円
で
、
前
年
度
対
比
４，
５
０
６

万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
他
の
会
計
の
予
算
額
、
前
年
度

の
比
較
な
ど
は
、
各
会
計
当
初
予

算
総
括
表
の
と
お
り
で
す
。�

　
一
般
会
計
の
歳
入
は
、
国
の
税

源
移
譲
に
よ
り
、
個
人
町
民
税
が

伸
び
た
た
め
、
町
税
が
８，
０
８

３
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
譲
与
税
や
地
方
交
付
税
の
減

額
が
大
き
く
、
厳
し
い
予
算
編
成

と
な
り
ま
し
た
。�

　
歳
出
は
、
子
育
て
支
援
事
業
な

ど
に
要
す
る
民
生
費
が
６，
０
１

１
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。�

75
億
3 �
9�
7�
8�
万
円
の
中
身�

,

　町の予算は、一般会計、特別会計、企業会計の
３つに分類することができます。�
　一般会計は、町行政運営の根幹をなす会計で、
福祉や教育、建設など町の事業の大部分をまかなっ
ています。�
　特別会計は、特定の事業について一般会計とは
切り離し、独立した経理で行う予算で、町では、
国民健康保険事業特別会計など９つの特別会計が
これにあたります。�
　企業会計は、地方公営企業法の適用を受けるも
ので、上水道事業会計となります。�

町
長
所
信
表
明
の�

　
　
　
　
あ
ら
ま
し�

平成19年度各会計当初予算総括表�過去５年間の推移�

会計区分� 本年度� 昨年度� 比較� 増減率�

-0.8%�

14.1%�

-0.1%�

3.0%�

-94.5%�

87.7%�

145.3%�

-2.7%�

-2.3%�

-5.4%�

2.3%�

1.1%�

38.7%�

13.4%�

2.7%

-3,000万円�

1億6,031万円�

-66万円�

1,695万円�

-5,249万円�

4,830万円�

3,897万円�

-1,300万円�

-150万円�

-71万円�

1億6,617万円�

249万円�

4,257万円�

4,506万円�

2億1,123万円�

39億6,000万円�

11億3,340万円�

10億1,759万円�

5億6,609万円�

5,553万円�

5,511万円�

2,681万円�

4億8,100万円�

6,500万円�

1,308万円�

73億7,361万円�

2億2,741万円�

1億1,001万円�

3億3,742万円�

77億1,103万円�

39億3,000万円�

12億9,371万円�

10億1,693万円�

5億8,304万円�

304万円�

1億341万円�

6,578万円�

4億6,800万円�

6,350万円�

1,237万円�

75億3,978万円�

2億2,989万円�

1億5,258万円�

3億8,247万円�

79億2,225万円�

一 般 会 計  �

国 民健康保険特別会計  �

老 人 保 健 特 別 会 計  �

介 護 保 険 特 別 会 計  �

土 地取得事業特別会計  �

工 業団地事業特別会計  �

鏡石駅東第１土地区画整理事業特別会計 �

公共下水道事業特別会計 �

農業集落排水事業特別会計 �

育英資金貸付費特別会計 �

　 　 小 　 　 　 計 　 　  �

�

�

�

　 　 合 　 　 　 計 　 　  �

収益的�

資本的�

計�

上水道事業会計�

数
値
で
見
る

数
値
で
見
る�

　
　
町
の
予
算

　
　
町
の
予
算�

数
値
で
見
る

数
値
で
見
る�

　
　
町
の
予
算

　
　
町
の
予
算�

数
値
で
見
る�

　
　
町
の
予
算�

平
成
15
年
度�

平
成
16
年
度�

平
成
17
年
度�

平
成
18
年
度�

平
成
19
年
度�

420,000
414,000414,000

417,000

398,000398,000

396,000

393,000393,000

415,000

410,000

405,000

400,000

395,000

390,000

385,000

380,000

歳入�歳出�

（単位:万円）�

鏡石町長　木 賊 政 雄�

2�3�

町の予算のしくみ�

地方税�

自主財源�
53.5％�

14億2,407万円�

繰入金�

一般会計  歳入総額�
39億3,000万円�

一般会計  歳出総額�
39億3,000万円�

4億8,091万円�

総務費�
4億8,666万円�

民生費�
8億6,527万円�

衛生費�
2億6,479万円�

農林水産費�
2億5,200万円�

商工費�
8,524万円�

消防費�
2億3万円�

災害復旧費�
4,000円�

教育費�
4億6,511万円�

公債費�
7億5,449万円�

予備費�
2,890万円�

土木費�
4億3,024万円�

労働費�
544万円�

地方交付税�
9億7,500万円�

地方債�2億3,930万円�

議会費�9,183万円�

国庫支出金�1億8,314万円�
県支出金�1億7,949万円�

その他�
1億9,819万円�
諸収入　9,823万円�
繰越金　1,000万円�
分担金及び負担金　4,966万円�
使用料及び手数料　3,605万円�
財産収入　424万円�

その他�
2億4,990万円�
地方譲与税　9,400万円�
自動車取得税交付金3,400万円�
利子割交付金350万円�
交通安全対策特別交付金　300万円�
地方消費税交付金　1億500万円�
配当割交付金　100万円�
株式等譲渡所得割交付金　200万円�
地方特例交付金740万円�
寄付金　1,000円�

依存財源�
46.5％�


